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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電話通信部を備えた携帯電話機の制御部を、
　ユーザの操作を検出する操作検出手段、
　前記電話通信部に対する電話の着信を検出する着信検出手段、
　再生音を出力するオーディオ機器と通信し、該オーディオ機器において選択されている
オーディオソースの情報を取得する動作状態取得手段、および、
　前記操作検出手段がユーザの操作を検出したとき、その操作に応じた制御内容のコマン
ドメッセージを前記オーディオ機器に対して送信し、前記着信検出手段が電話の着信を検
出したとき、前記オーディオ機器に対して前記選択されているオーディオソースに応じて
前記再生音を制御する内容のコマンドメッセージを送信するコマンド送信手段、
　として機能させるオーディオ機器制御プログラム。
【請求項２】
　前記着信検出手段は、前記電話の着信状態または通話状態が終了したことをさらに検出
し、
　前記コマンド送信手段は、前記着信検出手段が前記電話の着信状態または通話状態が終
了したことを検出したとき、前記着信検出手段が電話の着信を検出したときとは逆の制御
内容のコマンドメッセージを前記オーディオ機器に対して送信する
　請求項１に記載のオーディオ機器制御プログラム。
【請求項３】
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　請求項１または請求項２に記載のオーディオ機器制御プログラムを記憶する記憶部と、
電話通信を行う電話通信部と、前記記憶部に記憶されているプログラムを実行する制御部
と、を備えた携帯電話機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、スマートフォンなどの携帯電話機からオーディオ機器を制御するためのオ
ーディオ機器制御プログラム、および、このオーディオ機器制御プログラムを搭載した携
帯電話機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　スマートフォンなどの携帯電話機は、アプリケーションプログラム（いわゆるアプリ）
をインストールすることにより、基本機能である通話以外の機能を持たせることが可能で
ある。アプリケーションプログラムには、無線ＬＡＮ（Ｗｉ－Ｆｉ）経由でＡＶシステム
にアクセスして、ユーザの操作に応じた入力ソースの選択や再生音量の調整を行うものが
ある（非特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００３】
【非特許文献１】“ヤマハＡＶレシーバー専用コントロールＡｐｐ「ＡＶ　ＣＯＮＴＲＯ
ＬＬＥＲ」”、［online］、ヤマハ株式会社、［平成２４年３月１２日検索］、インター
ネット〈URL：http://jp.yamaha.com/news_events/audio-visual/11040401/〉
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　非特許文献１のアプリケーションプログラムを用いることにより、ユーザが自分の手持
ちの携帯電話機を用いてＡＶシステムをコントロールすることができる。しかし、このア
プリケーションプログラムは、ユーザの操作に応じた制御をＡＶシステムに対して行うの
みのものであり、携帯電話機の基本機能である電話が着信した場合に、通話の妨げになら
ないようにＡＶシステムの音量を小さくするなどの機能は備えていなかった。
【０００５】
　本発明は、通話を妨げないようにオーディオ機器に対する自動制御を行うオーディオ機
器制御プログラムおよび携帯電話機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の第１の側面によって提供されるオーディオ機器制御プログラムは、電話通信部
を備えた携帯電話機の制御部を、ユーザの操作を検出する操作検出手段、前記電話通信部
に対する電話の着信を検出する着信検出手段、再生音を出力するオーディオ機器と通信し
、該オーディオ機器において選択されているオーディオソースの情報を取得する動作状態
取得手段、および、前記操作検出手段がユーザの操作を検出したとき、その操作に応じた
制御内容のコマンドメッセージを前記オーディオ機器に対して送信し、前記着信検出手段
が電話の着信を検出したとき、前記オーディオ機器に対して前記選択されているオーディ
オソースに応じて前記再生音を制御する内容のコマンドメッセージを送信するコマンド送
信手段、として機能させることを特徴とする。
【０００８】
　さらに、前記着信検出手段は、前記電話の着信状態または通話状態が終了したことをさ
らに検出し、前記コマンド送信手段は、前記着信検出手段が前記電話の着信状態または通
話状態が終了したことを検出したとき、前記着信検出手段が電話の着信を検出したときと
は逆の制御内容のコマンドメッセージを前記オーディオ機器に対して送信するものであっ
てもよい。
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【０００９】
　本発明の第２の側面によって提供される携帯電話機は、上記オーディオ機器制御プログ
ラムを記憶する記憶部と、電話通信を行う電話通信部と、前記記憶部に記憶されているプ
ログラムを実行する制御部と、を備えたことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　この発明によれば、携帯電話の着信時に、ユーザが操作しなくてもオーディオ機器の音
量を小さくすることが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】この発明が適用される携帯電話機およびＡＶシステムの構成図
【図２】携帯電話機とＡＶシステム制御プログラムの協働で構成されるＡＶコントローラ
の機能ブロック図
【図３】ＡＶコントローラの画面表示の一例を示す図
【図４】メモリに設定される着信時コマンドテーブルの一例を示す図
【図５】ＡＶコントローラの動作を示すフローチャート
【図６】ＡＶコントローラの動作を示すフローチャート
【図７】ＡＶコントローラの動作を示すフローチャート
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　図１は、この発明が適用される携帯電話機１およびＡＶシステム３の構成を示す図であ
る。
【００１３】
　携帯電話機１はいわゆるスマートフォンと言われる機種である。携帯電話機（スマート
フォン）１は、携帯通信網である３Ｇ／４Ｇ通信機能を有するとともに、無線ＬＡＮ（Ｗ
ｉ－Ｆｉ）通信機能を有しており、アクセスポイント５を介してネットワーク２に接続さ
れる。ネットワーク２には、ＡＶシステム３のコアとなるＡＶレシーバ４も接続されてい
る。
【００１４】
　携帯電話機１は、アプリケーションプログラム（アプリ）であるＡＶコントローラプロ
グラム５０を起動することにより、ユーザの操作に応じてネットワーク２経由でＡＶシス
テム３（ＡＶレシーバ４）を制御することができる。また、携帯電話機１は電話の着信に
応じて、ユーザの操作に依らずに、ＡＶシステム３に対して再生音量を下げるなどの制御
を行い、ＡＶシステム３の再生音が通話の妨げにならないようにする。
【００１５】
　ＡＶシステム３は、コア機器であるＡＶレシーバ４にセットトップボックス（ＳＴＢ）
１０、ＤＶＤプレーヤ１１、スピーカ１２およびテレビ（ＴＶ）１３が接続された構成で
あり、ＡＶレシーバ４がネットワーク２に接続されている。ＡＶレシーバ４は、複数のＡ
Ｖソースからいずれかを選択し、そのＡＶソースの再生（受信）映像をテレビ１３に出力
するとともに、再生（受信）映像をスピーカ１２に出力する。ＡＶソースの選択、音量の
調整等は、ＡＶレシーバ４の操作パネルの直接操作、付属の赤外線リモコンで行うことが
可能であるが、携帯電話機１を用いて行うことも可能である。なお、ＡＶシステム３の構
成は図示のものに限定されない。
【００１６】
　ネットワーク２には、ＡＶレシーバ４、アクセスポイント５以外に、ルータ６、ネット
ワークストレージ（ＮＡＳ）７などが接続されている。ルータ６はインターネット８に接
続されている。ＡＶレシーバ４は、ネットワーク２－ルータ６－インターネット８を介し
てインターネットラジオ局にアクセスしてインターネットラジオを再生する機能を備えて
いる。また、ネットワークストレージ７にはＭＰ３ファイルなどの楽曲データが保存され
ている。ＡＶレシーバ４は、ネットワーク２を介してネットワークストレージ７にアクセ
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スし、ネットワークストレージ７に記憶されている楽曲データを再生する機能を備えてい
る。
【００１７】
　携帯電話機１は、バス２６上に、制御部２０、操作部３０、メディアインタフェース３
１、Ｗｉ－Ｆｉ通信回路３２および３Ｇ／４Ｇ通信回路３３を有している。制御部２０は
、ＣＰＵ２１、ＲＯＭ（フラッシュメモリ）２２、ＲＡＭ２３、画像プロセッサ２４およ
び音声プロセッサ２５を含んでいる。画像プロセッサ２４には、ビデオＲＡＭ（ＶＲＡＭ
）４０が接続され、ＶＲＡＭ４０には表示部４１が接続されている。表示部４１は、液晶
のディスプレイを含み、待ち受け画面や電話番号などを表示する。また、後述のＡＶコン
トローラ１００の画面も表示部４１に表示される。音声プロセッサ２５には、Ｄ／Ａコン
バータを含むアンプ４２が接続され、アンプ４２にはスピーカ１６が接続されている。
【００１８】
　画像プロセッサ２４は、待ち受け画面や電話番号等を描画して表示部４１に表示すると
ともに、種々の映像を生成可能なＧＰＵ（Ｇｒａｐｈｉｃｓ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕ
ｎｉｔ，グラフィックス・プロセッシング・ユニット）を備えている。画像プロセッサ２
４は、ＣＰＵ２１の指示に従ってＡＶコントローラの画像を生成し、ＶＲＡＭ４０上に描
画する。音声プロセッサ２５は、通話音声をエンコード／デコードするＤＳＰ（Ｄｉｇｉ
ｔａｌ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ：デジタル・シグナル・プロセッサ）を有し
ている。音声プロセッサ２５は、デコード／生成した音声をアンプ４２に出力する。アン
プ４２は、この音声信号を増幅してスピーカ１６に出力する。
【００１９】
　Ｗｉ－Ｆｉ通信回路３２は、無線アクセスポイント５との間でＩＥＥＥ８０２．１１ｇ
規格の無線通信を行い、ＡＶレシーバ４などのネットワーク２上の機器とデータやメッセ
ージの送受信を行う。ＡＶレシーバ４との間は、ＤＬＮＡ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｌｉｖｉｎ
ｇ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ａｌｌｉａｎｃｅ）で規定されたフォーマットでメッセージを交換
する。３Ｇ／４Ｇ通信回路３３は、携帯電話通信網を介して、音声通話およびデータ通信
を行う。データ通信によってアプリケーションプログラムのダウンロードが行われる。
【００２０】
　操作部３０は、表示部４１上に形成されたタッチパネルを含み、タッチパネル上のタッ
チ操作、フリック操作を検出する。メディアインタフェース３１にはメモリカード５が接
続される。メモリカード５は、たとえばマイクロＳＤカードである。３Ｇ／４Ｇ通信回路
３３によってサーバからダウンロードされたアプリケーションプログラムは、メモリカー
ド５またはＲＯＭ２２に保存される。この図では、ＡＶコントローラプログラム５０がメ
モリカード５に保存されている。ＡＶコントロールプログラム５０にはプログラムの実行
に必要なデータが含まれ、プログラムの実行に必要なデータとして、コマンドテーブル５
０１、着信時コマンドテーブル５０２が記憶されている。コマンドテーブル５０１は、Ａ
Ｖシステム３の制御内容とその内容を表すコマンドを対応づけたテーブルである。着信時
コマンドテーブル５０２は、図４に示すように、電話が着信した場合のＡＶシステム３に
対する制御内容（コマンド）を記憶したテーブルであり、そのとき選択されている入力ソ
ース別の制御内容が、デフォルト設定、および、発信者（着信電話番号）に応じて記憶さ
れる。発信者に応じた制御内容は、ユーザが設定操作で設定すればよい。
【００２１】
　ＲＡＭ２３には、ＣＰＵ２０がＡＶコントローラプログラム５０を実行する際に使用さ
れるワークエリアが設定される。ワークエリアとして、システム構成記憶エリア２３１、
動作状態記憶エリア２３２、着信フラグ２３３および着信制御レジスタ２３４などが設定
される。システム構成記憶エリア２３１には、ＡＶレシーバ４から取得したＡＶシステム
３の構成が記憶される。システム構成とは、ＡＶレシーバ４の上流、下流に接続されてい
る機器、ＡＶレシーバ４が選択可能な入力ソースなどである。動作状態記憶エリア２３２
には、現在のＡＶシステム３（ＡＶレシーバ４）の動作状態が記憶される。ＡＶシステム
３の動作状態とは、選択されている入力ソース、ボリューム値、再生中の楽曲名などであ
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る。着信フラグ２３３は、この携帯電話機１に電話が着信中または（着信による）通話中
であることを示すフラグである。また、着信制御レジスタ２３４には、電話着信時に自動
で行った制御内容が記憶される。ＡＶコントローラ１００（図２参照）は、通話終了時に
この制御内容と逆の制御を行ってＡＶシステム３を元の状態に戻す。
【００２２】
　ＲＯＭ２２には、この携帯端末装置１の通話やアプリケーションプログラムを実行する
ための基本プログラムが記憶されている。また、ＲＯＭ２２はフラッシュメモリであり、
基本プログラムのほか、ダウンロードされたアプリケーションプログラムなどを記憶する
ことも可能である。
【００２３】
　携帯電話機１は、メモリカード５に保存されているＡＶコントローラプログラム５０と
の協働によって、図２に示すようなＡＶコントローラ１００を構成し、Ｗｉ－Ｆｉ経由で
ＡＶレシーバ４にコマンドメッセージを送信してＡＶシステム３を制御する。
【００２４】
　図２の機能ブロック図を参照して、携帯電話機１（ハードウェア）にメモリカード５の
ＡＶコントローラプログラム５０が読み込まれることによって実現されるＡＶコントロー
ラ１００について説明する。
【００２５】
　ＡＶコントローラプログラム５０が携帯端末装置１に読み込まれることによって実現さ
れるＡＶコントローラ１００は、操作画面表示部１１０、操作検出部１２０、メッセージ
編集送信部１３０、システム状態取得部１４０および着信検出部１５０を有している。
【００２６】
　操作画面表示部１１０は、制御部２０、ＶＲＡＭ４０、表示部４１およびＡＶコントロ
ーラプログラム５０の協働によって実現され、携帯電話機１の表示部４１に、たとえば図
３に示すような操作画面を表示する。図３に示した操作画面は、入力ソースの選択画面の
例である。また、操作検出部１２０は、制御部２０、操作部３０およびＡＶコントローラ
プログラム５０の協働によって実現され、表示部４１に表示された操作画面に対する操作
を検出する。図３において、ユーザが画面に表示されている入力ソース（ネットラジオ、
ＰＣ、ＤＯＣＫ、ＵＳＢ、チューナー、ＡＶ１、・・・）のうち希望のものをクリックす
ると、操作検出部１２０がその操作を検出し、その操作情報をメッセージ編集送信部１３
０に入力する。
【００２７】
　メッセージ編集送信部１３０は、制御部２０、Ｗｉ－Ｆｉ通信回路３２およびＡＶコン
トローラプログラム５０の協働によって実現され、操作検出部１２０から入力された操作
情報に基づき、その操作情報に対応するコマンドメッセージを編集してＡＶレシーバ４に
送信する。また、後述するように、メッセージ編集送信部１３０は、この携帯電話機１に
電話が着信したとき、ユーザの操作に依らずに所定のコマンドメッセージを編集してＡＶ
レシーバ４に送信する。
【００２８】
　システム状態取得部１４０は、制御部２０、Ｗｉ－Ｆｉ通信回路３２およびＡＶコント
ローラプログラム５０の協働によって実現され、定期的（たとえば５秒毎）に、および、
コマンドメッセージの編集時に、ＡＶレシーバ４に対して、現在のＡＶシステム３の動作
状態を問い合わせる。ＡＶシステム３の動作状態とは、とたえば、選択可能な入力ソース
、選択されている入力ソース、再生中の曲名、音量値などの情報である。
【００２９】
　着信検出部１５０は、制御部２０およびＡＶコントローラプログラムの協働によって実
現される機能部である。着信検出部１５０は、携帯電話機１（ハードウェア）と基本プロ
グラムによって実現される電話通信部２００に対して問い合わせを行い、通話ステータス
を取得する。通話ステータスは、待機中、着信中、発信中、通話中などの音声（テレビ）
通話の状態示す情報である。着信検出部１５０は、通話ステータスが変化すると、その変
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化をメッセージ編集送信部１３０に通知する。
【００３０】
　メッセージ編集送信部１３０は、通話ステータスが待機中から着信中に変化した着信時
には、再生音量を下げるなどの再生音を制御する内容のコマンドメッセージを（ユーザの
操作に依らずに）編集してＡＶレシーバ４に送信する。これにより、ＡＶシステム３の再
生音が通話の妨げになることを防止している。また、通話ステータスが、着信中または通
話中から待機中に変化した着信（通話）終了時には、着信時とは逆の内容のコマンドメッ
セージをＡＶレシーバ４に送信して、ＡＶシステム３の動作を元に戻す。
【００３１】
　図４はメッセージ編集送信部１３０（メモリカード５）に設けられる着信時コマンドテ
ーブル５０２の構成を示す図である。このテーブルには、電話着信時のＡＶシステム３に
対する制御内容、すなわち、ＡＶレシーバ４に対して送信されるコマンドの内容が記憶さ
れている。このテーブルには、電話着信時にＡＶシステム３において選択されているオー
ディオソースに応じたコマンドが記憶されている。
【００３２】
　デフォルト設定では；
　選択されているオーディオソースがＤＶＤやＵＳＢなどの再生ソース（ポーズ可能）で
ある場合には、ポーズをかける。
　選択されているオーディオソースが映像を含むＡＶ受信ソース（テレビ等）の場合には
音声をミュートする。
　選択されているオーディオソースがオーディオのみの受信ソース（ＦＭ等）の場合には
ボリュームを低下（－１０ｄＢ）する。
　の内容でＡＶシステム３を制御するコマンドが記憶されている。
【００３３】
　また、電話着信時に発信者の電話番号を取得可能であるため、電話番号ごとに制御内容
を設定をすることが可能であり、このテーブルの例では、
　発信者が０９０－ｘｘｘｘ－ｘｘｘｘの場合には；
　選択されているオーディオソースが再生ソースである場合には、ポーズをかける。
　選択されているオーディオソースがＡＶ受信ソースの場合には音声をミュートする。
　選択されているオーディオソースがオーディオのみの受信ソースの場合には音声をミュ
ートする。
　の内容でＡＶシステム３を制御するコマンドが記憶されている。
【００３４】
　発信者が０９０－ｙｙｙｙ－ｙｙｙｙの場合には；
　選択されているオーディオソースが再生ソースである場合には、ポーズをかける。
　選択されているオーディオソースがＡＶ受信ソースの場合には何もしない。
　選択されているオーディオソースがオーディオのみの受信ソースの場合には何もしない
。
　の内容でＡＶシステム３を制御するコマンドが記憶されている。
【００３５】
　図５～図７は、ＡＶコントローラ１００の動作を示すフローチャートである。
　図５（Ａ）は、アプリケーションプログラムであるＡＶコントローラプログラム５０の
起動時の動作を示すフローチャートである。ネットワーク２内のＡＶレシーバ４を検索し
（Ｓ１）、検出したＡＶレシーバ４から現在のシステム構成情報、および、現在の動作状
態情報を受信する（Ｓ２、Ｓ３）。そして、受信した情報に基づいて、入力ソース選択画
面やボリュームスライダなどのＡＶコントローラの画面を構成する（Ｓ４）。
【００３６】
　図５（Ｂ）は、ＡＶコントローラ１００の通常動作を示すフローチャートである。この
動作は所定期間（たとえば１０ｍｓ）毎に繰り返し実行される。まず、ユーザによる操作
があったか否かを判断する（Ｓ１０）。操作がない場合には（Ｓ１０でＮＯ）、そのまま
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動作を終了する。ユーザによる操作があった場合には（Ｓ１０でＹＥＳ）、その操作に応
じた制御を行うためのコマンドをコマンドテーブル５０１から読み出し（Ｓ１１）、この
コマンドを埋め込んだコマンドメッセージを編集して（Ｓ１２）、ＡＶレシーバ４に送信
する（Ｓ１３）。これにより、ユーザが携帯電話機１を用いてＡＶシステム３をコントロ
ールすることができる。
【００３７】
　図６は、電話着信時の処理を示すフローチャートである。この処理は所定時間（たとえ
ば１０ｍｓ）毎に繰り返し実行される。電話通信部２００に問い合わせを行い、電話の着
信があったか否か、すなわち、通話ステータスが待機中から着信中に変化したか否かを判
断する（Ｓ２０）。着信がない場合には（Ｓ２０でＮＯ）、そのまま動作を終了する。着
信があった場合は（Ｓ２０でＹＥＳ）、ＡＶシステム３の動作状態を取得する（Ｓ２１）
。この動作状態の取得は、このとき即座にＡＶレシーバ４から取得してもよいが、定期的
に取得しているものをそのま用いてもよい。現在のＡＶシステム３の動作状態が停止中、
すなわち、スピーカ１２から音声が放音されていない場合には（Ｓ２２でＹＥＳ）、何も
しないで動作を終了する。
【００３８】
　現在のＡＶシステム３の動作状態が停止中でない場合、すなわち、何らかのオーディオ
の再生が行われており、スピーカ１２から音声が放音されている場合には（Ｓ２２でＮＯ
）、電話通信部２００から発信者番号を取得する（Ｓ２３）。発信者番号が取得できた場
合には（Ｓ２４でＹＥＳ）、着信時コマンドテーブル５０１を検索する（Ｓ２５）。そし
て、取得した発信者番号に対応するデータがある場合には（Ｓ２６でＹＥＳ）、現在の動
作状態に対応するこの発信者に個別のコマンドメッセージを編集する（Ｓ２７）。一方、
発信者番号を取得できなかった場合（Ｓ２４でＮＯ）、または、着信時コマンドテーブル
５０１にその発信者に対応するデータなかった場合（Ｓ２６でＮＯ）には、デフォルト設
定のコマンドメッセージを編集する（Ｓ２８）。
【００３９】
　そして、編集したコマンドメッセージの内容すなわちＡＶシステム３に対する制御内容
を着信制御レジスタ２３４に記憶し（Ｓ２９）、編集したコマンドメッセージをＡＶレシ
ーバ４に送信する（Ｓ３０）。そして着信フラグ２３３をセットする。これにより、携帯
電話機１に電話が着信したときは、ユーザの操作に依らないでＡＶシステム３の再生音量
を下げる等の制御をすることができる。
【００４０】
　図７は、着信（通話）終了時の動作を示すフローチャートである。この処理は、所定時
間（たとえば１０ｍｓ）毎に繰り返し実行される。まず着信フラグ２３３がセットしてい
るか否かを判断する（Ｓ４０）。着信フラグ２３３がセットしている場合には（Ｓ４０で
ＹＥＳ）、着信または通話が終了したか否か、すなわち、通話ステータスが着信中または
通話中から待機中に変化したか否かを判断する（Ｓ４１）。着信フラグ２３３がセットし
ていない場合（Ｓ４０でＮＯ）、または、通話ステータスが着信中または通話中のままで
あった場合には（Ｓ４１でＮＯ）、そのまま動作を終了する。
【００４１】
　着信または通話が終了した場合には（Ｓ４１でＹＥＳ）、ＡＶシステム３の動作状態を
取得する（Ｓ４２）。この動作状態の取得は、このとき即座にＡＶレシーバ４から取得し
てもよいが、定期的に取得しているものをそのま用いてもよい。現在のＡＶシステム３の
動作状態が停止中、すなわち、スピーカ１２から音声が放音されていない場合には（Ｓ４
３でＹＥＳ）、何もしないで動作を終了する。
【００４２】
　現在のＡＶシステム３の動作状態が停止中でない場合、すなわち、何らかのオーディオ
の再生が行われており、スピーカ１２から音声が放音されている場合には（Ｓ４３でＮＯ
）、着信制御レジスタ２３４から着信時にＡＶシステム３に対して行った制御内容を読み
出し（Ｓ４４）、この制御内容と逆の制御を行うためのコマンドメッセージを編集する（
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Ｓ４５）。逆の制御とは、ＡＶシステム３の動作を着信前の状態に戻す内容の制御であり
、元の制御内容がポーズの場合にはプレイであり、元の制御内容がミュートの場合にはミ
ュート解除であり、元の制御内容がボリューム－１０ｄＢの場合にはボリューム＋１０ｄ
Ｂである。そして、このコマンドメッセージをＡＶレシーバ４に送信し（Ｓ４６）、着信
フラグ２３３をリセットして（Ｓ４７）、動作を終了する。
【００４３】
　この実施形態では、発信時にはユーザが自らの操作でＡＶシステム３を制御したのち発
信することができるため、着信時のみＡＶシステム３の自動制御を行うようにしているが
、発信時にも自動制御を行ってもよい。また、自動制御を着信時ではなく応答時（通話開
始時）に行うようにしてもよい。また、マナーモード時には、電話が着信しても図６の動
作を行わないようにしてもよい。
【００４４】
　また、着信（通話）中にＡＶレシーバ４が操作された場合には、図７に示した着信（通
話）終了時にＡＶシステム３を元に戻す動作をしないようにしてもよい。
【００４５】
　この実施形態では、映像を含むＡＶシステムを例にあげて説明したが、オーディオのみ
のシステムに対しても適用可能である。
【符号の説明】
【００４６】
１　携帯電話機
５　メモリカード
２０　制御部
４１　表示部
５０　プログラム
１００　ＡＶコントローラ
２００　電話通信部
２３１　システム構成記憶エリア
２３２　動作状態記憶エリア
２３３　着信フラグ
２３４　着信制御レジスタ
５０１　コマンドテーブル
５０２　着信時コマンドテーブル
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